
公開事業評価結果に対する平成30年度事業への反映状況（平成26年度実施分）

事業名
担当部・課

平成３０年度の取り組み状況

広報かこがわ作成事業

秘書室
秘書広報課

歳入確保のため有料広告の掲載枠を増やすなど、平成29年度に
引き続き、コスト削減に向けて取り組みます。

防災及び災害関係事業

総務部
危機管理室

平成29年度に引き続き、備蓄物資を計画的に整備し、充実を
図っていくとともに、地域の防災活動のリーダー的役割を担う
人材として、「防災士」の資格取得に対する支援を行います。
また、自主防災組織への資機材購入の補助について、資機材の
修繕も対象とするなど制度の拡充を図ります。

安全・安心パトロール事業

市民部
市民生活あんしん課【～H28】
協働推進部
生活安全課　　　　【H29～】

平成29年度に引き続き、夜間の子どもたちの見守り強化や犯罪
防止のため、夜9時までパトロールを実施します。

霊柩車運行業務助成事業

市民部
市民課

平成28年６月末をもって霊柩車運行業務助成事業を廃止しまし
た。

こども医療費助成事業

市民部
医療助成年金課

平成30年7月から、従来の所得要件のもと、小学校４年生から
中学校３年生までの通院医療費の一部負担金を定額負担から無
料にします。

 (公財)加古川市ウェルネス協会
補助事業

地域振興部　　【～H28】
ウェルネス推進課
協働推進部　　【H29～】
ウェルネス推進課

平成29年度に引き続き、委託事業と補助事業を明確化したうえ
で予算措置を行っています。

加古川まつり開催事業

地域振興部　　【～H27】
観光課
地域振興部　　【H28】
観光振興課
産業経済部　　【H29～】
観光振興課

平成29年度に引き続き、花火大会における加古川河川敷の有料
観覧席のチケット販売を行い、販売数を前年より増加させる
等、自主財源の確保を念頭に事業を実施します。

集団回収奨励事業

環境部
環境第１課      【 ～H27 】
ごみ減量推進課【 H28～ 】

集団回収実施団体による紙類等の受け入れを促進するため、拠
点回収用ボックスを設置する費用の一部を助成します。また、
事業所から発生するごみの減量化のため、事業所訪問事業を拡
大し、集団回収を利用した紙類のリサイクルの取組を啓発しま
す。
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①敬老祝品・表敬訪問事業
平成29年度と同様に、男女最高齢者と100歳、90歳を迎えら
れる方を対象に事業を実施します。

②地域敬老事業

福祉部
高齢者・地域福祉課

平成29年度と同様に、各地域に対して未実施地区における事業
の実施に向けた働きかけを行います。

老人給食サービス補助事業

福祉部
高齢者・地域福祉課

平成27年度をもって老人給食サービス補助事業を廃止しまし
た。

花とみどりのフェスティバル
事業

建設部
公園緑地課

平成30年度においては、日岡山公園周辺の道路工事により刑務
所東側駐車場が縮小となるため、日岡山公園内に点在していた
会場をエントランス、園路、野外ステージに変更して、体験
コーナー、ガーデンショップ、花壇めぐり等を中心に周遊しや
すい会場として開催し、緑化啓発を効果的に行える事業となる
よう実施内容を検討します。

交通安全指導員事業

教育総務部
学務課

現在、ＰＴＡや地元町内会、学校支援ボランティアの方々に
は、交通安全指導員が配置されていない箇所での見守りや交通
安全指導員のサポートなど、別の役割を担っていただいてお
り、直ちに交通安全指導員に代わって見守りを行っていただく
ことは困難であると考えているため、引き続き、現行の交通安
全指導員事業を維持します。

家庭教育支援啓発事業

教育指導部
社会教育・スポーツ振興課

家庭教育大学事業及びＰＴＡ活動振興事業を平成28年度より一
本化し、①全市、②中学校区、③地区別（単位）、④役員研修
の4区分で、引き続き実施を図ります。
こども情報誌については、平成27年度に廃止しました。
家庭教育啓発パンフレットについては、平成27年度に、いじめ
や自転車の交通ルール、インターネットなど、現在の社会問題
を盛り込んだ内容に改訂しており、引き続き主に新小学校1年生
の保護者に配布します。

英語活動支援事業

教育指導部
学校教育課

ＡＬＴを23名配置し、下記の事業を実施することで、実際の場
面で活用できる児童生徒の英語力の育成を図ります。
(1) ユニット12に参加している幼稚園、こども園、保育所に対
して年間複数日派遣
(2)小学校１,2年生に年間６時間程度、3,4年生に年間15時間、
5,6年生に年間35時間派遣
(3)中学校に年間24時間派遣
(4)イングリッシュ・デイキャンプの拡大
(5)ALTと1対1で話すＥＮＪＯＹチャレンジの拡大
(6)小・中学校にパフォーマンステストの導入


